
335

多文化共生とコミュニティ

多
文
化
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

築　
　

山　
　

欣　
　

央

１　

は
じ
め
に

　
（
１
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
応

　
（
２
）
多
文
化
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

２　

豊
田
市
保
見
ケ
丘
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域

　
（
１
）
外
国
人
の
状
況

　
（
２
）
豊
田
市
に
お
け
る
保
見
ケ
丘

　
（
３
）
豊
田
市
の
多
文
化
共
生
へ
の
対
応

　
（
４
）
豊
田
市
の
多
文
化
共
生
に
か
か
わ
る
組
織
の
経
緯

３　

定
住
外
国
人
の
生
活
と
「
暮
ら
し
の
質
」

　
（
１
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
定
住
外
国
人

　
（
２
）
定
住
外
国
人
の
問
題
状
況

　
（
３
）
定
住
外
国
人
の
暮
ら
し
の
質

４　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
と
課
題

　
（
１
）
定
住
外
国
人
と
社
会
的
つ
な
が
り

　
（
２
）
定
住
外
国
人
と
教
育

　
（
３
）
定
住
外
国
人
に
か
か
わ
る
社
会
的
取
組
み
の
あ
り
方

　
（
４
）
外
国
人
の
子
ど
も
達
と
文
化
資
本

　
（
５
）
定
住
外
国
人
の
子
ど
も
達
の
教
育
と
文
化
資
本

５　

お
わ
り
に



336

法学研究 91 巻 1 号（2018：1）

１　

は
じ
め
に

　
（
１
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
応

　

人
の
移
動
の
国
際
化
の
状
況
は
今
日
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
人
々
の
反
応
も
様
々
に
み
ら
れ
る
。
大
き
く
進
展

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
、
日
本
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
享
受
す
る
利
益
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
る
一
方
、
例

え
ば
治
安
や
雇
用
の
点
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
不
安
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
）
2
）（
1
（

る
。
移
民
を
受
け
入
れ
る
国
の

立
場
か
ら
の
、
内
国
人
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
人
々
の
感
情
は
、
欧
米
で
も
政
治
の
動
向
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は

二
〇
一
七
年
一
月
に
第
四
五
代
大
統
領
に
就
任
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
は
、
そ
の
強
硬
な
移
民
政
策
を
選
挙
戦
か
ら
示
し
て
い

た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
二
〇
一
七
年
五
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
は
、
雇
用
規
制
と
同
時
に
移

民
問
題
へ
の
対
策
を
唱
え
、
Ｅ
Ｕ
の
改
革
に
つ
き
関
連
諸
国
へ
支
持
を
求
め
て
い
る）3
（

。

　

わ
が
国
で
も
一
九
八
九
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
り
、
就
労
に
制
限
の
な
い
在
留
資
格
で
あ
る
「
定
住
者
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ
め
と
す
る
南
米
か
ら
の
出
稼
ぎ
外
国
人
が
急
増
し
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
の
移
動
の
動
向

が
政
策
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た）（
（

。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
一
時
的
に

日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
の
数
は
減
少
を
み
せ
た
が
、
二
〇
一
二
年
か
ら
は
ま
た
増
加
傾
向
に
転
じ
、
二
〇
一
六
年
末
に
は
二
三
八

万
二
八
二
二
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る）5
（

。
こ
れ
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
八
日
、
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
公
共
事
業
の
増
大
に
よ
り
労
働
力
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
日
本
に
入
国
し
在
留
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
各
方
面
で
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る）6
（

。
さ
ら
に
、
二
〇
一

七
年
八
月
一
一
日
、
海
外
在
住
の
日
系
四
世
が
日
本
で
就
労
で
き
る
新
制
度
の
創
設
を
政
府
が
検
討
し
て
い
る
こ
と
も
、
新
聞
社
の

取
材
に
対
し
法
務
大
臣
か
ら
示
さ
れ
た）（
（

。
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（
２
）
多
文
化
共
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
外
国
人
を
国
内
へ
ど
う
受
け
入
れ
る
か
、
こ
れ
は
各
国
が
前
提
に
据
え
る
政
策
に
よ
り
異
な
っ
て
く
る
が
、

現
在
、
日
本
国
政
府
は
受
入
れ
に
対
し
て
は
積
極
的
な
よ
う
に
表
面
的
に
み
ら
れ
、
前
述
し
た
よ
う
な
労
働
力
の
需
要
を
は
じ
め
国

内
の
経
済
や
産
業
の
発
展
の
た
め
、
そ
こ
で
生
ず
る
「
人
手
不
足
」
に
何
ら
か
の
手
段
で
対
応
す
る
た
め
、
外
国
人
の
受
入
れ
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
外
国
人
の
受
入
れ
を
論
ず
る
際
に
日
本
国
政
府
は
「
移
民
」
と
い
う
言
葉
を
避

け
、
一
貫
し
て
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
は
、
そ
の
よ
う
な
受
入
れ
の
在
り
方
に
つ
い
て
批
判
が
あ
）
9
）（
8
（

る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
中
で
、
日
本
国
内
に
お
け
る
外
国
人
の
立
場
が
い
か
な
る
も
の
か
、
本
稿
で
は
多
文
化
共
生
の
あ
り

方
か
ら
検
討
を
す
る
。
こ
こ
で
、
外
国
人
の
立
場
に
つ
き
そ
の
一
つ
の
捉
え
方
と
し
て
、
憲
法
学
で
は
、
人
権
の
享
有
主
体
の
問
題

か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
主
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
通
説
お
よ
び
判
例
で
は
、
権
利
の
性
質
上
適
用
可
能
な
人
権
規
定
は
す

べ
て
及
ぶ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
具
体
的
な
外
国
人
の
類
型
に
注
意
し
な
が
ら
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
る）（（
（

。
本

稿
は
、
そ
の
よ
う
な
憲
法
学
の
争
点
か
ら
厳
密
に
検
討
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
外
国
人
の
生
活
状
況
の
質
が
多
文
化
共
生
の
観
点

か
ら
い
か
な
る
程
度
に
お
い
て
保
た
れ
る
の
か
、
と
い
う
人
権
の
前
提
と
な
る
部
分
に
ま
ず
関
心
を
置
く
こ
と
と
し
た
い
。「
国
境

を
越
え
る
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ヒ
ト
、
そ
し
て
情
報
の
移
動
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
を
創
り
だ
し
、
統
合
を
進
め
る
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
亀
裂
を
具
体
的
な
場
に
創
り
だ
し
て
き
た
」
と
い
わ
れ
る）（（
（

。「
移
動
す
る
人
び
と
が
新
た
な
場
所
を
生
み
出
し
て
き
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
空
間
に
介
入
し
て
き
て
」
お
り
、「
近
代
社
会
の
基
盤
で
あ
っ
た
家
族
・
共
同
体
や
国
民
が
揺
ら
ぐ
場
所
」
に
そ
の
亀

裂
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る）（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
在
留
外
国
人
に
ま
つ
わ
る
重
要
な
場
と
し
て）（（
（

、
筆
者
は
そ
の
居
住
・
研
究
拠
点
地
域
で
あ
る
豊
田
市
を
軸
と
し
て
研

究
を
進
め
て
き
た）（（
（

。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
合
的
に
振
り
返
り
つ
つ
、
外
国
人
に
関
連
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
き
、
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そ
の
関
係
性
を
分
析
し
、
多
文
化
共
生
と
い
う
視
点
か
ら
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
機
能
を
有
し
、
ま
た
果
た
し
て
い
る
か
検
討
を
加
え

る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
の
２
で
は
、
豊
田
市
の
中
で
も
特
に
外
国
人
が
集
中
す
る
保
見
ケ
丘
（
保
見
団
地
）
に
焦
点
を
あ
て
、
ま

ず
、
豊
田
市
の
日
系
定
住
外
国
人
の
状
況
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
に
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
場
面
で
、
最
も
基
本
的
な
主
体

と
な
る
自
治
体
と
し
て
の
豊
田
市
の
受
入
れ
体
制
と
し
て
、
基
本
的
な
施
策
と
事
業
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
３
で
は
、
ま
ず
、

日
本
に
お
け
る
定
住
外
国
人
の
状
況
を
概
観
し
、
多
文
化
共
生
の
観
点
か
ら
そ
の
暮
ら
し
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
参
考
と
な
る
指
標
を

紹
介
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
経
験
か
ら
、
日
本
国
政
府
や
豊
田
市
で
の
定

住
外
国
人
受
入
れ
の
意
識
に
生
じ
た
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
４
で
は
、
３
で
み
た
指
標
の
中
か
ら
「
教
育
」
と
「
社
会
的
つ
な

が
り
」
の
２
点
を
取
り
上
げ
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
連
性
に
焦
点
を
当
て
分
析
を
お
こ
な
う
。
定
住
外
国
人
の
居

住
地
域
で
、
そ
の
者
達
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
つ
な
が
り
は
様
々
に
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
象
の
中
で
、
移
民
と
し
て

存
在
す
る
外
国
人
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
で
い
か
に
生
活
の
質
を
保
ち
う
る
か
、
多
文
化
共
生
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

２　

豊
田
市
保
見
ケ
丘
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域

　
（
１
）
外
国
人
の
状
況

　

こ
れ
か
ら
豊
田
市
保
見
ケ
丘
に
関
す
る
内
容
に
入
る
前
に
、
日
本
国
内
に
在
留
す
る
外
国
人
と
そ
の
う
ち
の
外
国
人
労
働
者
数
の

数
値
に
つ
い
て
基
本
的
な
も
の
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
九
日
の
法
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
日
本
に

お
け
る
中
長
期
在
留
者
数）（（
（

は
、
二
〇
一
六
年
末
現
在
二
三
八
万
二
八
二
二
人
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
数
値
は
、
前
年
末
の
人
数
二
二

三
万
二
一
八
九
人
か
ら
一
五
万
六
三
三
人
（
六
・
七
％
）
増
加
し
、
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
外
国
人
労

働
者
に
関
し
て
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
末
現
在
の
「
外
国
人
雇
用
状
況
」
の
届
出
状
況
と
し
て
、
そ
の
数
は
一
〇
八
万
三
七
六
九
人
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と
初
め
て
一
〇
〇
万
人
を
超
え
、
前
年
同
期
比
で
一
七
万
五
八
七
三
人
（
一
九
・
四
％
）
増
加
し
、
四
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
て
い
る）（（
（

。

　

日
本
国
内
の
外
国
人
に
つ
き
都
道
府
県
単
位
で
み
て
み
る
と
、
愛
知
県
は
現
在
、
そ
の
中
長
期
在
留
者
数
と
労
働
者
数
の
双
方
で
、

東
京
に
次
い
で
二
位
と
な
っ
て
い
る
が）（（
（

、
そ
の
県
内
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
と
、
外
国
人
住
民
数
と
し
て
で
あ
る
が
、
県
内
総
人

口
が
七
五
一
万
一
〇
九
九
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
外
国
人
住
民
数
が
二
二
万
四
四
二
四
人
（
二
・
九
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

愛
知
県
内
の
外
国
人
住
民
数
に
つ
き
さ
ら
に
市
町
村
単
位
で
み
て
み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
名
古
屋
市
で
七
万
四
一
八
〇
人
（
三

三
・
一
％
）
で
、
以
下
に
豊
田
市
で
一
万
五
六
七
二
人
（
七
％
）、
豊
橋
市
で
一
万
五
二
四
九
人
（
六
・
八
％
）
と
続
い
て
い
る）（（
（

。

　
（
２
）
豊
田
市
に
お
け
る
保
見
ケ
丘

　

次
に
、
豊
田
市
で
の
外
国
人
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日

現
在
、
豊
田
市
の
全
市
人
口
は
四
二
万
四
七
一
六
人
で
あ
り
、
世
帯
数
は
一
七
万
五
八
〇
七
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
内
、
外
国
人
総

数
は
一
万
五
〇
一
七
人）（（
（

で
全
市
人
口
の
三
・
五
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
の
国
籍
別
人
口
に
つ
い
て
は
、
多
い
順
に
ブ
ラ
ジ
ル

が
五
五
二
五
人
、
中
国
が
二
六
七
六
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
五
九
九
人
、
韓
国
・
朝
鮮
が
一
二
六
五
人
、
ペ
ル
ー
が
六
九
七
人
、
そ

の
他
の
人
数
と
し
て
三
二
五
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
豊
田
市
内
の
町
別
外
国
人
数
と
し
て
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
現
在
、
保

見
ケ
丘）（（
（

が
一
位
で
三
五
一
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
若
林
東
町
が
二
位
で
四
八
五
人
、
大
林
町
が
四
五
一
人
で
三
位
で
あ
る
。
ま
た
、

保
見
ケ
丘
は
日
本
人
も
含
め
た
住
民
人
口
は
七
〇
二
八
人
で
そ
の
内
外
国
人
が
三
五
一
〇
人
と
外
国
人
比
率
は
四
九
・
九
四
％
と

な
っ
て
お
り
、
外
国
人
比
率
が
二
位
の
美
和
町
は
一
七
・
五
七
％
（
二
一
一
一
人
中
三
七
一
人
）、
三
位
の
京
ケ
峰
が
一
四
・
一
五
％

（
一
九
〇
一
人
中
二
六
九
人
）
と
、
外
国
人
数
で
も
外
国
人
比
率
に
お
い
て
も
豊
田
市
で
は
保
見
ケ
丘
が
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
保
見

ケ
丘
の
外
国
人
比
率
は
二
〇
〇
〇
年
で
三
一
・
八
％
、
二
〇
〇
八
年
に
は
四
八
％
を
超
え
る
が
、
同
時
期
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン
・
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シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
外
国
人
の
失
業
者
が
増
加
し
、
し
ば
ら
く
保
見
ケ
丘
の
外
国
人
数
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。
二
〇
一
三
年
に

入
っ
て
日
本
の
景
気
は
持
ち
直
し
に
転
じ
、
二
〇
一
五
年
、
保
見
ケ
丘
の
外
国
人
数
も
増
加
に
転
じ
た
。
二
〇
一
六
年
一
〇
月
現
在
、

そ
の
外
国
人
比
率
は
四
九
・
九
％
と
五
〇
％
に
近
づ
く
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
豊
田
市
保
見
ケ
丘
の
四
か
ら
六
丁
目
に
あ
た

る
保
見
団
地
の
外
国
人
比
率
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
現
在
、
住
民
人
口
五
五
六
〇
人
の
う
ち
外
国
人
が
三
三
九
二

人
と
六
〇
％
を
超
え
て
い
る）（（
（

。

　
（
３
）
豊
田
市
の
多
文
化
共
生
へ
の
対
応

　

日
本
全
体
に
お
い
て
、
在
留
外
国
人
の
数
が
年
々
増
す
中
、
中
長
期
在
留
者
数
の
状
況
も
鑑
み
れ
ば
外
国
人
住
民
の
定
住
化
の
傾

向
は
強
く
、
多
国
籍
化
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
外
国
人
住
民
が
国
内
の
各
地
で
増
加
し
て
い
く
中
、
自
治
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
連

主
体
は
い
か
な
る
対
応
を
し
て
き
て
い
る
の
か
。
豊
田
市
と
い
う
地
域
に
お
い
て
は
、
前
に
も
み
た
よ
う
に
、
市
内
に
お
け
る
外
国

人
の
住
民
の
数
や
日
本
人
住
民
に
対
す
る
比
率
が
全
国
的
に
高
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
保
見
ケ
丘
と
い
う
外
国
人
住
民
特
に
ブ
ラ
ジ

ル
人
に
つ
い
て
の
特
殊
な
背
景
を
有
す
る
地
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
治
体
と
し
て
の
豊
田
市
が
外
国
人
住
人
に
か
か
わ
る
政
策
特

に
多
文
化
共
生
施
策
を
い
か
に
考
え
ま
た
行
っ
て
い
る
か
、
市
の
関
連
組
織
の
経
緯
に
も
簡
単
に
触
れ
つ
つ
、
基
本
的
な
内
容
を
整

理
し
こ
こ
で
示
し
て
お
き
た
い
。

　

豊
田
市
作
成
の
「
豊
田
市
の
国
際
化
（
現
状
と
取
組
）」
に
よ
る
と）（（
（

、
外
国
人
が
日
本
で
生
活
す
る
上
で
困
難
を
生
じ
や
す
い
諸
場

面
で
豊
田
市
が
考
慮
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
外
国
人
に
と
り
生
活
に
か
か
わ
る
制
度
の
上
で
不
十
分
な
点
が
あ
る
と
い
っ
た
「
制

度
の
壁
」、
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
活
の
重
要
場
面
で
支
障
が
生
じ
る
「
言
葉
の
壁
」、
日
本
で
一
般
的
な
生
活
習
慣

と
は
異
な
る
習
慣
を
も
つ
国
の
出
身
で
あ
る
た
め
日
本
社
会
に
な
か
な
か
な
じ
め
な
い
「
心
の
壁
」
と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
三
点
の
「
壁
」
か
ら
さ
ら
に
、
豊
田
市
は
「
３
点
の
課
題
」
が
浮
か
び
上
が
る
と
す
る
。
そ
の
課
題
は
、
ま
ず
一
つ
め
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に
「
教
育
・
青
少
年
問
題
」
が
挙
げ
ら
れ
、
子
ど
も
が
受
け
る
教
育
の
状
況
や
、
親
の
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
意
識
と
い
っ
た
例

が
示
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
め
の
課
題
と
し
て
は
「
保
険
・
労
働
問
題
」
が
挙
げ
ら
れ
、
制
度
に
つ
い
て
理
解
が
不
十
分
な
た
め
社
会

保
険
に
入
れ
な
い
事
態
、
３
Ｋ
や
派
遣
労
働
な
ど
の
不
安
定
な
雇
用
と
い
っ
た
難
し
い
労
働
環
境
、
不
況
に
よ
る
失
業
や
日
本
語
能

力
の
不
足
に
よ
る
就
職
困
難
と
い
っ
た
就
労
機
会
の
喪
失
の
事
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
つ
め
の
課
題
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
問
題
」
で
、
出
身
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
日
本
語
が
話
せ
な
く
て
も
生
活
し
て
し
ま
う
こ
と
で
日
本
語
を
身
に
つ
け
ず
に
い
る
事

態
や
、
日
本
人
社
会
に
馴
染
め
な
い
ま
ま
生
活
を
続
け
て
し
ま
う
集
住
問
題
や
、
ゴ
ミ
出
し
や
車
両
の
騒
音
や
違
法
駐
車
等
で
生
活

習
慣
の
違
い
か
ら
日
本
人
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
相
互
不
信
に
ま
で
い
た
る
と
い
っ
た
マ
ナ
ー
上
の
問
題
、
一
部
の
外
国
人
の

犯
罪
で
外
国
人
全
体
が
悪
く
捉
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
日
本
人
住
民
に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
治
安
悪
化
の
懸
念
と
い
っ
た
問
題
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
等
に
か
か
わ
る
経
験
と
考
慮
を
ふ
ま
え
、
豊
田
市
は
二
〇
〇
九
年
三
月
に
「
豊
田
市
国
際
化
推
進
計
画
」

（
以
下
「
二
〇
〇
九
推
進
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
た）（（
（

。
本
計
画
は
「『
世
界
に
開
か
れ
た
都
市
づ
く
り
』
に
向
け
て
」「
魅
力
あ
ふ

れ
る
国
際
交
流
都
市
」「
安
全
・
安
心
な
多
文
化
共
生
都
市
」
と
い
っ
た
二
つ
の
理
念
の
も
と
で
、
生
活
環
境
に
か
か
わ
る
「
快
適

に
滞
在
で
き
る
環
境
づ
く
り
」、
相
互
理
解
に
か
か
わ
る
「
国
際
化
に
対
応
し
た
人
づ
く
り
」、
生
活
適
応
に
か
か
わ
る
「
と
も
に
暮

ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
」
と
い
う
三
つ
の
目
標
と
施
策
の
方
向
性
（
分
類
）
を
も
ち
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
下
で
設
定
さ
れ
た
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
と
す
る
。
本
計
画
は
二
〇
一
三
年
三
月
に
期
間
満
了
を
迎
え
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
「
豊
田
市
国
際

化
推
進
計
画
改
訂
版
」（
以
下
「
推
進
計
画
改
訂
版
」
と
い
う
。）
が
同
三
月
に
策
定
さ
れ
た）（（
（

。
こ
こ
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
の
存
在

を
地
域
の
発
展
を
担
う
市
民
と
し
て
捉
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
」
と
い
っ
た
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て

本
計
画
の
施
策
体
系
は
、
二
〇
〇
九
推
進
計
画
と
同
様
の
三
つ
の
目
標
と
施
策
の
方
向
性
（
分
類
）
を
継
承
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
で

設
定
さ
れ
た
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
具
体
的
な
重
点
事
業
が
実
施
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
の
重
点
事
業
の
内
容
と
し
て
、
基
本
目
標
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「
快
適
に
滞
在
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
で
は
来
訪
者
で
あ
る
外
国
人
や
住
民
で
あ
る
外
国
人
に
向
け
て
の
環
境
が
考
慮
さ
れ
、
①
外

国
語
観
光
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
②
環
境
モ
デ
ル
都
市
を
軸
と
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
③
外
国
人
市
民
会

議
の
開
催
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本
目
標
「
国
際
化
に
対
応
し
た
人
づ
く
り
」
で
は
、
身
の
回
り
の
生
活
環
境
で
の
異
文
化
や
外

国
人
に
対
す
る
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
①
海
外
自
治
体
等
と
の
職
員
交
換
の
検
討
、
②
「
国
際
の
日
」
の
普
及
・
関
連

事
業
の
実
施
、
③
国
際
子
ど
も
会
議
の
開
催
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
基
本
目
標
「
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
」
で
は
、
地

域
で
暮
ら
す
外
国
人
住
民
の
生
活
上
の
壁
を
取
り
除
き
そ
の
適
応
促
進
を
充
実
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
①
外
国
人
へ
の
導
入
教
育

の
仕
組
み
検
討
と
実
施
、
②
緊
急
時
の
多
言
語
防
災
情
報
の
提
供
検
討
、
③
プ
レ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
検
討
と
実
施
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。

　
（
４
）
豊
田
市
の
多
文
化
共
生
に
か
か
わ
る
組
織
の
経
緯

　

豊
田
市
の
多
文
化
共
生
に
か
か
わ
る
組
織
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
一
九
九
九
年
に
設
置
さ
れ
た
秘
書
室
国
際
課
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

の
時
点
を
境
に
市
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
施
策
や
取
組
み
が
活
性
化
さ
れ
て
い
く）（（
（

。
そ
し
て
、
同
年
八
月
に
は
豊
田
市
国
際
化
施

策
推
進
会
議
が
発
足
し
、
国
際
課
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
庁
内
の
連
絡
・
調
整
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
）
（（
（

。
二
〇
〇
一
年
二
月
に
は
、「
豊
田
市
に
在
住
す
る
外
国
人
住
民
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
し
、
互
い
に
尊
重
し
あ
っ
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
を
目
的
と
し
た
豊
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
。
本
協
議
会
は
、
市
内
の
外
国
人
住
民
に
か
か
わ
る
課
題
に
関
係
す
る
国
、
県
お
よ
び
市
の
関
係
機
関
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
治
会
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
教
育
・
青
少
年
部
会
、
保
健
・
労
働
部
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
会
の
三
部
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る）（（
（

。
な
お
、
国
際
課
は
そ
の
後
二
〇
〇
八
年
に
総
合
企
画
部
国
際
課
と
し
て
設
置
さ
れ
、
企
画
政
策
部
国

際
課
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
以
降
経
営
戦
略
室
国
際
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
保
見
ケ
丘
と
い
う
場
所
は
、
豊
田
市
、
愛
知
県
、
さ
ら
に
日
本
と
い
う
広
が
り
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中

で
移
動
す
る
外
国
人
に
よ
り
影
響
を
受
け
、
今
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。
豊
田
市
は
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
施

策
を
実
施
し
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
こ
の
保
見
団
地
の
立
地
す
る
保
見
ケ
丘
を
考
慮
し
つ
つ
対
応
し
て
き
た
。
そ
の
背
景

と
し
て
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
中
心
と
す
る
数
多
く
の
自
動
車
関
連
産
業
が
集
積
す
る
一
帯
を
豊
田
市
が
抱
え
、
そ
こ
で
就
業
す
る

外
国
人
労
働
者
を
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
の
重
要
な
存
在
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
で
は
、
豊
田
市
に
居
住
す
る

外
国
人
は
、
多
文
化
共
生
と
い
う
観
点
か
ら
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
。
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
あ
る
状
況
で
、
移
動
す
る

人
々
が
そ
の
地
域
で
生
存
す
る
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
以
下
で
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

３　

定
住
外
国
人
の
生
活
と
「
暮
ら
し
の
質
」

　
（
１
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
定
住
外
国
人

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
中
長
期
在
留
者
数
、
ま
た
外
国
人
労
働
者
数
は
こ
の
数
年
増
加
の
勢
い
が
強
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
の
景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
労
働
市
場
が
改
善
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
労
働

力
人
口
が
間
に
合
わ
ず
そ
の
人
手
不
足
の
解
消
を
外
国
人
労
働
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る）（（
（

。
二
〇
一
六
年
末
の
外
国
人
雇

用
状
況
が
初
め
て
一
〇
〇
万
人
を
超
え
、
四
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
は
、
そ
の
要
因
と

し
て
「
留
学
生
の
本
邦
企
業
へ
の
就
職
支
援
の
強
化
を
含
め
、
政
府
が
進
め
て
い
る
高
度
外
国
人
材）（（
（

の
受
入
れ
が
着
実
に
増
え
て
い

る
こ
と
に
伴
い
『
専
門
的
・
技
術
的
分
野
』
の
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
」
と
「
留
学
生
の
受
入
れ
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
伴
う
『
資
格
外
活
動
』
の
増
加
や
、
雇
用
情
勢
の
改
善
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
就
労
に
制
限
の
な

い
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
」
を
示
し
て
い
る）（（
（

。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
在
留
資
格
別
の



3（（

法学研究 91 巻 1 号（2018：1）

割
合
で
外
国
人
労
働
者
数
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
全
外
国
人
労
働
者
数
（
九
〇
万
七
八
九
六
人
）
に
対
し
て
「
身
分
に
基
づ
く
在

留
資
格
」
が
四
一
・
一
％
（
四
一
万
三
三
八
九
人
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
に
あ
た
る
「
資
格
外
活
動
」

が
二
二
・
一
％
（
二
三
万
九
五
七
七
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
以
下
に
、「
技
能
実
習
」
の
一
九
・
五
％
（
二
一
万
一
一
〇
八
人
）、

「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資
格
」
の
一
八
・
五
％
（
二
〇
万
九
九
四
人
）、「
特
定
活
動
」
の
一
・
七
％
（
一
万
八
六
五
二
人
）

と
続
く
。
例
え
ば
、
こ
の
状
況
を
国
籍
別
・
在
留
資
格
別
に
み
る
と
、
保
見
ケ
丘
に
多
く
住
む
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格）（（
（

」
が
九
九
・
二
％
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
資
格
の
中
で
「
永
住
者
」
の
割
合
が
四
九
・
五
％
、「
定
住

者
」
が
三
四
・
五
％
、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
が
一
四
・
五
％
、「
永
住
者
の
配
偶
者
」
が
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格
」
の
九
九
・
二
％
は
ペ
ル
ー
と
同
じ
値
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
国
と
比
較
し
て
、
例
え
ば
、

以
下
に
高
い
割
合
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
七
六
・
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
三
七
・
一
％
、
韓
国
は
三
六
・
六
％
と
続
い
て
お
り
、
非
常
に
高

い
割
合
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ
ル
ー
人
の
在
留
状
況
に
は
、
日
系
人
お
よ
び
そ
の
家
族
と
い
っ
た
日
系
定

住
外
国
人
と
い
っ
た
出
自
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
永
住
者
」「
定
住
者
」
と
い
っ
た
「
身
分
に
基

づ
く
在
留
資
格
」
で
の
在
留
は
、
活
動
に
基
づ
く
在
留
資
格
よ
り
入
国
し
た
者
と
異
な
り
自
由
に
就
労
で
き
る
た
め
、
日
系
外
国
人

は
そ
の
利
点
に
惹
か
れ
来
日
し
、
就
業
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
定
住
外
国
人
の
問
題
状
況

　

上
記
の
よ
う
な
日
系
人
定
住
外
国
人
の
立
場
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
、
例
え
ば
最
近
で
は
二
〇
〇
八
年

九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
が
引
き
金
と
な
っ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
日
本
国
内
で
の
生
活
を
継
続
す

る
の
に
困
難
を
抱
え
る
者
が
数
多
く
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た）（（
（

。
日
系
定
住
外
国
人
の
多
く
は
派
遣
や
請
負
と
い
っ
た
雇
用
形
態
を

と
っ
て
お
り
、
景
気
の
悪
化
の
際
に
は
企
業
に
よ
る
大
量
解
雇
に
よ
り
多
く
の
日
系
外
国
人
が
職
を
失
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
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日
系
外
国
人
が
再
就
職
を
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
主
に
母
語
を
使
用
し
て
い
て
特
に
深
刻
な
問
題
状
況
に
い
た
ら
ず
日
本
語

能
力
の
習
得
が
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
れ
が
ま
ま
な
ら
ず
日
本
で
の
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。

当
時
多
く
の
外
国
人
労
働
者
は
上
記
の
よ
う
に
間
接
雇
用
の
形
態
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
労
働
力
と
し
て
の
扱
い
は
調
整
弁
的

な
労
働
力
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
好
景
気
時
に
は
高
収
入
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
不
安
定
雇
用
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が

露
呈
し
た
と
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
で
国
に
よ
る
「
日
系
人
離
職
者
に
対
す
る
帰
国
支
援
事
業
」
に
つ
き
、
二

〇
〇
九
年
三
月
に
発
表
さ
れ
同
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
）
（（
）（
（（
（

が
、
こ
こ
で
改
め
て
、
日
本
の
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
体
制

へ
の
認
識
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
七
月
公
布
の
入
管
法
改
正
で
は
、
在
留
資
格
「
技
能
実
習
」

の
新
設
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
安
価
な
外
国
人
労
働
者
の
調
達
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

前
の
２
（
３
）
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
時
期）（（
（

に
豊
田
市
は
二
〇
〇
九
推
進
計
画
を
策
定
し
、
市
の

国
際
化
の
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
に
推
進
計
画
改
訂
版
を
策
定
し
、
外
国
人
住
民
を
「
支
援
を
必
要
と
す

る
一
時
的
な
滞
在
者
」
で
は
な
く
「
共
働
し
て
地
域
の
発
展
を
担
う
市
民
」
と
し
て
捉
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
と

い
っ
た
新
た
な
視
点
を
示
し
、
重
点
テ
ー
マ
や
重
点
事
業
の
内
容
を
再
構
成
し
て
い
っ
た
。
推
進
計
画
改
訂
版
で
は
、
特
に
基
本
目

標
「
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
の
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
「
外
国
人
住
民
へ
の
適
応
促
進
の
充

実
」
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
個
別
施
策
と
事
業
が
よ
り
精
緻
化
さ
れ
、「
多
言
語
で
の
生
活
関
連
情
報
の
提
供
及
び
支
援
」、

「
外
国
人
防
災
対
策
・
緊
急
対
応
」、「
教
育
支
援
の
充
実
」、「
外
国
人
の
適
応
支
援
」
の
四
つ
の
個
別
施
策
が
設
定
さ
れ
そ
の
下
に

五
〇
の
事
業
が
用
意
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
施
策
と
事
業
の
調
整
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
の
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策

に
関
す
る
基
本
指
針
」
や
二
〇
一
一
年
三
月
の
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策
に
関
す
る
行
動
計
画
」
の
策
定
と
い
っ
た
政
府
の
動
き
に

対
応
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
国
や
自
治
体
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
政
策
の
動
向
で
、
そ
の
地
域
の
外
国
人
に
ま
つ
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
の
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よ
う
に
影
響
を
受
け
う
る
の
か
、
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
関
心
と
な
っ
て
く
る
。
上
記
の
よ
う
な
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
景

気
悪
化
と
い
う
出
来
事
か
ら
、
外
国
人
の
失
業
、
特
に
そ
の
割
合
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
大
量
失
業
、
出
身
国
へ
の
帰
国
と
い
っ
た
波

及
の
様
子
は
、「
定
住
外
国
人
の
『
定
住
』
の
脆
弱
さ
」
を
浮
き
彫
り
に
し
た
と
指
摘
さ
れ
る）（（
（

。
す
な
わ
ち
、
在
留
外
国
人
が
減
っ

た
地
域
で
は
、
多
文
化
共
生
に
か
か
わ
る
取
組
み
の
停
滞
な
い
し
後
退
も
み
ら
れ
、
一
方
、
在
住
を
続
け
る
生
活
支
援
の
必
要
性
は

む
し
ろ
高
ま
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
の
中
で
も
、
特
に
親
の
就
業
が
不

安
定
な
場
合
や
母
子
家
庭
で
あ
る
場
合
に
、
子
ど
も
の
貧
困
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
、
と
も
い
わ
れ
る
。

　
（
３
）
定
住
外
国
人
の
暮
ら
し
の
質

　

そ
れ
で
は
、
定
住
外
国
人
が
実
際
に
生
活
す
る
上
で
「
暮
ら
し
の
質
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら）（（
（

、
生
活
環
境
の
中
で
ど
の
よ
う
な
事

柄
に
重
点
を
置
け
ば
改
善
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
住
民
に
限
ら
ず
外
国
人
住
民
を
も
含
め
て
生
活
環

境
が
良
好
だ
と
い
え
る
状
態
を
形
成
・
維
持
す
る
た
め
に
、
実
際
に
評
価
を
行
う
上
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
を
重
要
と
し
、

即
ち
指
標
と
し
取
り
上
げ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
取
り
上
げ
ら
れ
る
諸
場
面
で
「
多
文
化
共
生
」
と
い
う
観
点
か
ら
よ
り
有

効
と
さ
れ
る
も
の
は
ど
れ
か
。

　

定
住
外
国
人
の
居
住
地
域
に
お
け
る
社
会
的
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
長
期
で
あ
れ
短
期
で
あ
れ
、
本
人
だ
け
で

な
く
家
族
を
も
含
ん
だ
日
本
に
お
け
る
継
続
的
な
生
活
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
居
住
者
の
そ
の
居
住
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
包
摂
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
活
動
を
通
じ
て
収
益
を
得
よ
う
と
来
日
し
生
活
す
る
外
国
人
の
地
域
に
よ
る
受
入
れ

と
い
う
側
面
を
扱
う
も
の
と
い
え
る）（（
（

。
こ
れ
を
継
続
的
な
も
の
と
捉
え
る
場
合
、
そ
の
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
を
も
含
ん
だ
場
面
が
、

特
に
そ
の
子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
る
教
育
と
い
う
点
が
、
外
国
人
居
住
者
に
と
っ
て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
世
代
間
を
通
じ
て

連
続
す
る
か
た
ち
で
営
む
た
め
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
筆
者
は
考
え
る
。
家
族
と
と
も
に
来
日
し
た
外
国
人
が
労
働
を
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継
続
す
る
場
合
数
年
に
渡
る
も
の
で
、
そ
の
数
年
は
子
ど
も
に
と
っ
て
は
よ
り
重
要
な
期
間
と
な
り
う
る
。「
経
済
的
に
苦
し
い
家

庭
に
育
っ
た
者
は
、
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
不
安
定
な
職
に
就
き
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
を
築
く
こ
と
が
多
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
教
育
程
度
の
低
さ
は
貧
困
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
原
因
で
も
あ
る
」
と
い
わ
れ
る）（（
（

。

　

そ
こ
で
、
進
行
中
の
社
会
問
題
に
開
か
れ
る
よ
う
な
指
標
を
検
討
し
、
生
活
環
境
に
お
け
る
「
暮
ら
し
の
質
」
を
改
善
す
る
た
め

社
会
的
諸
目
的
に
関
す
る
議
論
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
査
お
よ
び
研
究
に
基
づ
く
提
案
と
し
て
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
取
り
ま
と

め
た
報
告
書
が
参
考
と
な
る）（（
（

。
こ
こ
で
は
、「
暮
ら
し
の
質
」
の
計
測
の
た
め
、
人
の
暮
ら
し
の
長
さ
と
質
を
形
成
す
る
基
本
的
な

分
野
で
あ
る
「
健
康
」、
経
済
的
生
産
性
を
下
支
え
す
る
技
能
と
能
力
を
提
供
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
は
教
育
に
投
資
し
た
本
人
と
、

そ
の
人
が
住
む
地
域
社
会
の
両
方
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
「
教
育
」、
そ
の
人
が
自
身
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

か
時
間
配
分
と
生
活
の
文
脈
へ
の
関
わ
り
方
と
し
て
の
「
個
人
的
な
諸
活
動
」、
公
共
政
策
を
是
正
す
る
手
段
と
な
り
う
る
「
政
治

的
発
言
権
と
統
治
」、
健
康
と
食
そ
し
て
住
環
境
と
い
っ
た
利
益
に
関
す
る
「
社
会
的
つ
な
が
り
」、
大
気
や
水
そ
し
て
自
然
環
境
等

の
直
接
的
又
は
間
接
的
に
人
々
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
環
境
の
諸
条
件
」、
犯
罪
や
事
故
そ
し
て
自
然
災
害
等
個
人
の
身
体
を

危
険
に
さ
ら
す
要
因
を
含
む
「
個
人
的
な
身
の
危
険
」、
失
業
や
病
気
そ
し
て
高
齢
化
と
い
っ
た
「
経
済
的
な
安
全
度
の
脅
威
」
と

い
っ
た
諸
指
標
が
示
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
こ
れ
ら
の
指
標
に
お
い
て
、
定
住
外
国
人
の
生
活
の
質
と
い
う
点
で
、
ま
た
外
国
人
に
関
連
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
分
析
と
い
っ
た
本
稿
の
関
心
か
ら
、
筆
者
が
特
に
着
目
す
る
も
の
と
し
て
「
教
育
」
と
「
社
会
的
つ
な

が
り
」
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
人
が
家
族
と
し
て
日
本
に
居
住
す
る
場
合
、
上
で
触
れ
た
よ
う
な
定
住
の
「
継
続

性
」
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
「
教
育
」
と
「
社
会
的
つ
な
が
り
」
の
二
つ
の
指
標
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
重
要
で
あ
り
、
ま
た
二

つ
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
定
住
外
国
人
の
生
活
の
質
に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
、
筆
者
は
捉
え
る
。
次
の
４
で
、

「
外
国
人
に
お
け
る
教
育
」
と
「
定
住
外
国
人
に
お
け
る
社
会
的
つ
な
が
り
」
と
い
っ
た
二
つ
の
場
面
で
、
外
国
人
の
生
活
の
質
が

い
か
に
保
た
れ
る
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ら
場
面
に
関
連
し
う
る
地
域
の
主
体
は
複
数
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
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観
点
も
こ
こ
で
は
注
意
を
払
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

４　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
と
課
題

　
（
１
）
定
住
外
国
人
と
社
会
的
つ
な
が
り

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
に
定
住
す
る
外
国
人
の
生
活
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
き
簡
単
に
整
理
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
定
住

外
国
人
の
生
活
の
質
を
左
右
す
る
出
来
事
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
起
き
た
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
と
そ
れ

に
引
き
続
く
世
界
的
な
金
融
危
機
、
す
な
わ
ち
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
件
で
景
気
が
悪
化

し
た
場
合
、
多
く
の
定
住
外
国
人
の
生
活
が
そ
れ
に
よ
り
揺
る
が
さ
れ
る
と
い
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
く
な
る
。
た
だ
、
そ
の
よ

う
な
多
方
面
か
つ
多
数
の
者
に
広
範
囲
に
影
響
を
与
え
る
事
件
に
限
ら
ず
、
大
小
何
ら
か
の
出
来
事
が
一
定
の
定
住
外
国
人
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
も
当
然
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
生
活
を
左
右
す
る
出
来
事
に
対
応
す
る
た
め
、
例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険）（（
（

や
子
ど

も
手
当）（（
（

等
の
国
や
自
治
体
に
よ
る
社
会
保
障
お
よ
び
社
会
福
祉
制
度
の
整
備
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た）（（
（

。

　

前
の
３
（
３
）
で
み
た
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
報
告
書
は
、「
暮
ら
し
の
質
」
に
関
す
る
諸
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
社
会
的
つ
な

が
り
」
も
、
暮
ら
し
の
質
を
多
く
の
面
で
向
上
さ
せ
る
と
い
う
。
報
告
書
は
、
楽
し
み
を
含
む
社
会
的
諸
活
動
の
多
く
が
社
交
を
伴

う
た
め
、
多
く
の
社
会
的
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
人
生
に
高
い
満
足
度
を
見
出
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
社
会
的
つ

な
が
り
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
し
て
、
報
告
書
は
、
健
康
と
職
が
見
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
挙
げ
て
お
り）（（
（

、「
保
健
や
安
全
の
よ

う
な）（（
（

」
社
会
福
祉
お
よ
び
社
会
保
障
制
度
に
類
似
の
機
能
を
こ
れ
が
持
ち
う
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
報
告
書
は
、
社
会
的

つ
な
が
り
は
し
ば
し
ば
「
社
会
的
資
本
」（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
結
果
の
広
が
り
を
重
視

し
、「
社
会
的
つ
な
が
り
は
、
そ
の
網
の
目
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
入
っ
て
い
る
人
々
に
利
益
を
も
た
ら
」
し
、
ま
た
「
そ
の
集
団
の
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性
格
と
検
討
対
象
に
す
る
効
果
次
第
で
決
ま
る
よ
う
な
効
果
を
、
そ
の
集
団
に
属
し
て
い
な
い
人
び
と
に
も
及
ぼ
す
」
と
述
べ
る）（（
（

。

　

こ
こ
で
、
国
や
自
治
体
と
い
っ
た
公
的
機
関
に
よ
る
施
策
や
制
度
と
こ
の
社
会
的
つ
な
が
り
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
も
、
本
報
告
書
は
述
べ
て
お
り
、「
市
場
及
び
政
府
サ
ー
ビ
ス
が
発
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と

は
異
な
る
取
決
め
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、
人
び
と
の
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
減
少
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
す
る
。
こ
こ

で
、
本
報
告
書
に
よ
り
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
が
、
筆
者
に
よ
り
着
目
さ
れ
る
。
地
域
社
会
の
社
会
的
つ
な
が
り
に
よ
る

機
能
に
、
公
的
機
関
の
事
業
が
代
替
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合）（（
（

、「
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
低
下
は
人
び
と
の
暮
ら
し
の
質
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る）（（
（

。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
、
上
で
み
た
よ
う
に
社
会
的
つ
な
が
り
を
社
会
的
資
本

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
場
や
政
府
で
は
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
の
機
能
を
社
会
的
つ
な
が
り
が
も
ち
う

る
こ
と
を
報
告
書
は
念
頭
に
お
い
て
い
る
よ
う
に
筆
者
は
考
え
る
。

　
（
２
）
定
住
外
国
人
と
教
育

　

ま
た
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
報
告
書
で
は
、「
教
育
」
も
暮
ら
し
の
質
に
関
す
る
一
要
素
で
あ
る
と
し
、
経
済
的
生
産
性
を
下

支
え
す
る
技
能
と
能
力
を
提
供
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
は
教
育
に
投
資
し
た
本
人
と
、
そ
の
人
が
住
む
地
域
社
会
の
両
方
に
大
き
な

利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
同
報
告
書
は
、「
経
済
的
生
産
を
下
支
え
す
る
技
能
と
能
力
を
提
供
す
る
う
え
で
、
教
育
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
、
経
済
研
究
は
長
年
強
調
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
人
び
と
の
稼
ぎ
や
生
産
性
に
及
ぼ
す
影
響
と
は
別
に
、
教
育
は

暮
ら
し
の
質
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
す
る
。
同
報
告
書
で
は
続
け
て
「
そ
れ
が
高
い
所
得
を
も
た
ら
す
と
い
う
要
因
を
除
い
て

計
算
し
て
も
、
教
育
は
人
び
と
の
人
生
に
対
す
る
満
足
度
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
い
教
育
を
受
け
た
人
ほ
ど
、
一
般

的
に
は
、
健
康
状
態
が
よ
く
、
失
業
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
多
く
、
市
民
社
会
お
よ
び
政
治
生
活
に
も
よ
り

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
」
と
も
述
べ
て
い
る）（（
（

。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
人
生
に
対
す
る
満
足
度
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
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生
活
の
質
に
関
す
る
利
益
が
教
育
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
う
る
と
す
る
と
、
定
住
外
国
人
の
子
ど
も
達
へ
の
教
育
へ
の
対
応
、
国
や
自

治
体
と
い
っ
た
公
的
機
関
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
連
主
体
も
含
ん
で
の
対
応
は
そ
の
生
活
の
質
の
向
上
に
と
り
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
報
告
書
は
「
教
育
は
、
教
育
に
投
資
し
た
人
と
、
そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
社
会
の
両
方
に
、（
金
銭
的
と
非
金
銭
的

な
も
の
を
含
め
て
）
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
全
員
の
合
意
が
あ
る
」
と
も
言
う
。
３
（
３
）
で
示
し
た

よ
う
に
、「
定
住
外
国
人
の
居
住
地
域
に
お
け
る
社
会
的
生
活
」
が
、「
定
住
外
国
人
の
居
住
地
域
に
お
け
る
社
会
的
生
活
に
つ
い
て

考
え
て
み
れ
ば
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
を
も
含
ん
だ
日
本
に
お
け
る
継
続
的
な
、
そ
れ
が
長
期
で
あ
れ
短
期
で
あ
れ
、
生
活
の
形

態
を
と
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
教
育
、
特
に
そ
の
子
ど
も
達
に
対
す
る
教
育
は
、
そ
の
後
の
世
代
へ
の
連
続
性
も
考
慮
し
た

定
住
外
国
人
の
暮
ら
し
の
質
に
関
し
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
と
と
も
に
、「
社
会
的
つ
な
が
り
」
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
よ

う
に
筆
者
に
は
捉
え
ら
れ
る
。

　
（
３
）
定
住
外
国
人
に
か
か
わ
る
社
会
的
取
組
み
の
あ
り
方

　

こ
れ
ま
で
に
み
た
豊
田
市
の
よ
う
に
、
外
国
人
に
か
か
わ
る
政
策
を
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
自
治
体
は

他
に
も
全
国
各
地
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
地
域
で
の
社
会
的
課
題
（
本
研
究
で
は
定
住
外
国
人
に
か
か
わ
る
課
題
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
が
）
に
取
組
む
主
体
は
自
治
体
等
の
公
的
主
体
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
存
在
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
、
企
業
等
と
い
っ

た
様
々
な
存
在
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
関
連
し
な
が
ら
具
体
的
な
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
地
域
に
お
け
る
多
分
化
共
生
の
取
り
組
み）（（
（

」
に
つ
き
、
田
村
太
郎
氏
に
よ
り
、
四
つ
の
地
域
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
て

お
り
参
考
と
な
る）（（
（

。
こ
こ
で
は
、
都
市
か
地
方
か
、
集
住
型
か
散
住
型
か
と
い
う
二
つ
の
軸
に
よ
り
、
都
市
で
集
住
型
の
「
中
心
市

街
地
型
」、
都
市
で
散
住
型
の
「
都
市
近
郊
型
」、
地
方
で
集
住
型
の
「
外
国
人
多
住
型
」、
地
方
で
散
住
型
の
「
地
方
型
」
と
分
類



351

多文化共生とコミュニティ

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
の
有
す
る
特
徴
に
よ
り
、
必
要
な
施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
外
国
人
多

住
型
」
は
、
特
定
の
出
身
・
在
留
資
格
の
外
国
人
が
特
定
地
域
に
集
住
し
て
い
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
日
本
語
習
得
や
就
労
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
会
の
充
実
、
移
民
第
二
世
代
の
就
学
・
就
労
支
援
、
民
生
・
児
童
委
員
等
へ
の
研
修
が
施
策
で
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
田
村
氏
は
、
具
体
的
な
主
体
に
対
し
期
待
さ
れ
る
取
組
み
と
し
て
、
政
府
に
お
い
て
は
方
針
の
策
定
や
財
政
措
置
、

民
間
活
動
へ
の
支
援
、
情
報
提
供
で
あ
り
、
自
治
体
に
お
い
て
は
情
報
提
供
や
生
活
相
談
、
就
労
支
援
、
教
育
支
援
の
実
施
で
あ
り
、

市
民
・
企
業
に
お
い
て
は
関
連
基
金
の
創
設
や
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
よ
る
事
業
の
推
進
、

事
業
所
で
の
就
労
促
進
や
起
業
に
よ
る
「
し
ご
と
」
づ
く
り
で
あ
る
と
し
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
応
答

し
て
い
く
、
と
い
っ
た
構
造
を
示
し
て
い
る
。
豊
田
市
保
見
ケ
丘
は
、
そ
の
地
理
的
な
位
置
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
モ
デ
ル
の
う
ち

外
国
人
多
住
型
に
当
た
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
語
習
得
や
就
労
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
会
の
充
実
、
移
民
第
二
世
代
の
就
学
・

就
労
支
援
、
民
生
・
児
童
委
員
等
へ
の
研
修
と
い
っ
た
必
要
な
施
策
に
つ
き
検
証
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
（
４
）
外
国
人
の
子
ど
も
達
と
文
化
資
本

　

上
の
（
２
）
に
お
い
て
、
暮
ら
し
の
質
に
関
す
る
「
教
育
」
の
要
素
が
、
教
育
を
受
け
た
者
の
将
来
的
な
所
得
金
額
の
向
上
、
人

生
に
対
す
る
満
足
度
、
良
好
な
健
康
状
態
の
維
持
、
失
業
の
回
避
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
実
現
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る

と
す
る
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
報
告
書
を
み
た
。
で
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
利
益
を
、
外
国
人
多
住
型
の
地
域
で
の
定
住
外
国
人
の
子

ど
も
達
に
つ
き
可
能
な
限
り
最
大
化
す
る
こ
と
は
い
か
に
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
か）（（
（

。
子
ど
も
の
教
育
に
関
し
、
そ
の
就
学
行
動
や
学

習
態
度
に
影
響
し
う
る
社
会
的
文
化
的
諸
条
件
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
資
源
・
資
本
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら

の
利
用
可
能
性
と
戦
略
の
検
討
が
な
さ
れ
る
「
文
化
資
本
」（capital culturel
）
か
ら
の
捉
え
方
が
こ
こ
で
参
考
と
な
る）（（
（

。
こ
の

「
文
化
資
本
」
は
、
①
言
語
や
知
識
の
操
作
能
力
の
よ
う
な
形
で
、
②
書
籍
、
レ
コ
ー
ド
、
芸
術
作
品
の
よ
う
な
ス
ト
ッ
ク
的
形
態
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で
、
③
社
会
関
係
資
本
と
し
て
の
家
族
サ
ポ
ー
ト
や
身
近
な
行
為
者
モ
デ
ル
な
ど
と
し
て
、
④
時
間
の
知
覚
、
価
値
優
先
度
の
知
覚

等
々
を
通
し
て
、
人
々
の
実
践
を
規
定
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る）（（
（

。
宮
島
（
二
〇
〇
二
）
は
、
出
稼
ぎ
外
国
人
等
に
お
い
て
、
そ
の

国
へ
の
自
身
の
家
族
の
社
会
化
の
場
面
で
文
化
資
本
の
う
え
で
多
か
れ
少
な
か
れ
制
約
を
負
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
が
家
庭
内
で
の

教
育
へ
の
関
与
を
不
十
分
に
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
文
化
資
本
で
の
家
族
的
要
因
の
う
ち
、
①
家
族
の
構
造
の
安
定
と
そ
の
連
続

性
と
い
う
点
、
②
定
住
の
事
実
の
認
識
と
家
族
再
生
産
の
考
慮
と
い
う
点
、
③
困
難
発
生
時
の
家
族
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
と
い

う
点）（（
（

、
を
子
ど
も
の
学
業
達
成
に
影
響
し
う
る
も
の
と
み
る
。

　

日
本
の
小
中
学
校
の
外
国
人
児
童
生
徒
の
教
育
に
お
い
て
、
文
化
資
本
と
し
て
何
が
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
の
か
。
挙
げ
ら

れ
る
も
の
と
し
て
、
親
の
学
校
経
験
す
な
わ
ち
学
歴
、
親
や
周
囲
の
人
の
日
本
語
使
用
に
つ
い
て
の
支
援
、
子
に
よ
る
学
習
へ
の
動

機
づ
け
を
支
え
る
親
と
子
と
の
意
識
の
合
意
、
家
族
内
で
の
子
ど
も
の
学
習
に
対
す
る
支
援
態
勢
、
子
ど
も
が
将
来
設
計
を
意
識
す

る
の
に
参
考
と
な
る
身
近
な
関
係
者
の
存
在
等
で
あ
る）（（
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
現
状
の
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
補
う
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
が
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
社
会
的
排
除
を
引
き
起
こ
す
と
想
定
さ
れ
る
。
宮
島
が
そ
の
調
査
か
ら
ま
ず
着
目
す
る
の
は
、
子

ど
も
へ
の
親
や
周
囲
の
人
に
よ
る
日
本
語
支
援
と
い
う
点
、
さ
ら
に
は
、
社
会
生
活
言
語
で
は
な
く
学
習
思
考
言
語
（
教
科
の
言
語
）

の
克
服
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
、
広
く
、
子
ど
も
が
学
習
す
る
場
面
で
の
意
識
に
対
す
る
周
囲
の
支
援
と
環
境
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
（
５
）
定
住
外
国
人
の
子
ど
も
達
の
教
育
と
文
化
資
本

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
文
化
資
本
に
か
か
わ
る
条
件
を
い
か
に
補
う
か
。
例
え
ば
、
豊
田
市
で
は
そ
の
よ
う
な
多
文
化
共
生
へ
の
取
組

み
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
市
民
活
動
を
取
り
込
ん
で
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
、
豊
田
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
働
に
よ
る
取

組
み
と
し
て
、
①
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
宿
題
や
基
礎
学
力
の
積
上
げ
、
日
本
語
学
習
等
の
支
援
を
実
施
す
る
外
国
籍
児

童
生
徒
学
習
支
援
事
業
委
託
や
、
②
中
学
就
学
年
齢
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
自
分
を
み
つ
め
、
自
分
が
就
き
た
い
職
業
に
つ
い
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て
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
外
国
人
青
少
年
自
立
支
援
事
業
委
託
、
③
外
国
人
の
個
別
の
要
望
に
応
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
対
等
な

立
場
で
の
相
互
理
解
を
目
的
と
し
た
日
本
語
教
室
や
生
活
相
談
を
行
う
外
国
人
住
民
地
域
参
加
促
進
事
業
委
託
、
④
公
立
小
中
学
校

や
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
等
に
通
っ
て
い
な
い
学
齢
期
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
居
場
所
を
提
供
し
、
最
低
限
の
教
育
の
保
障
を
提
供
す
る

外
国
人
不
就
学
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
が
あ
）
（（
）（
（（
（

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
豊
田
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
豊
田
市
保
見
ケ
丘
に
お
い

て
外
国
人
に
対
す
る
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
実
績
を
有
す
る
も
の
で
、
各
方
面
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。

　

例
え
ば
上
記
の
事
業
を
担
当
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
一
つ
で
あ
る
子
ど
も
の
国
の
活
動
を
調
査
し
て
み
て
、
そ
の
外
国
人
の
子
ど
も
の
教

育
に
お
け
る
有
効
性
を
考
え
て
み
る
と）（（
（

、
そ
の
子
ど
も
達
の
通
う
小
中
学
校
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
家
族
と
い
う
部
分
へ
の
関
与
と

対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
何
ら
か
の
家
族
の
場
面
へ
の
対
応
は
、
一
方
で
配
慮
の

側
面
を
有
し
つ
つ
も
他
方
で
干
渉
の
側
面
を
も
つ
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
公
立
の
組
織
ゆ
え
私
生
活

へ
の
過
度
の
関
与
を
避
け
る
傾
向
を
有
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
家
族
の
私
生
活
の
部
分
へ
の
「
深
入
り
」
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
子
ど
も
の
国
は
、
家
族
の
私
生
活
へ
の
配
慮
と
し
て
の
関
与
を
し
つ
つ
、
教
育
的
支
援
を
す
る
際
に
発

生
し
た
課
題
や
問
題
へ
の
適
切
な
解
決
を
導
く
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
国
で
は
、
児
童
生
徒
の
受
入
れ
の
際

に
そ
の
子
ど
も
と
保
護
者
に
対
す
る
面
談
を
詳
細
に
行
っ
て
お
り
、
安
定
し
た
子
ど
も
へ
の
教
育
姿
勢
が
そ
の
成
長
に
と
り
重
要
で

あ
る
と
家
族
に
対
し
て
説
明
を
し
た
上
で
、
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
教
室
（
ゆ
め
の
木
教
室
）
へ
の
受
入
れ
を
し
て
い
る
。
そ
し
て

教
育
姿
勢
に
関
す
る
同
様
の
説
明
は
、
教
室
で
受
け
入
れ
て
い
る
際
に
問
題
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
も
そ
の
都
度
示
さ
れ
、
家
族
の

側
に
そ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
内
で
の
教
育
に
対
す
る
安
定
的
な
支
援
の
啓
発
と
い
っ
た
点

も
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
に
と
り
有
効
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
の
国
で
受
け
入
れ
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
多
く

で
、
そ
の
子
ど
も
の
学
校
教
育
を
保
護
者
の
都
合
に
よ
る
頻
繁
な
移
転
に
よ
り
中
断
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
よ
う
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に
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
啓
発
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
有
効
性
は
、
定
住
外
国
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
緊
密
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
子
ど
も
達
の
文
化
資
本
を
よ
り
豊
か
に
す
る
も
の
と
筆
者
は
考
え

る
。

５　

お
わ
り
に

　

現
在
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
様
々
な
場
面
で
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
が
通
用
し
な
い
、
い
わ
ば
「
歪
み
」
が
生
じ
て
き

て
い
る）（（
（

。
少
子
高
齢
化
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
公
共
事
業
が
増
加
し
、
建

設
業
界
を
中
心
に
労
働
力
が
求
め
ら
れ
、
外
国
人
労
働
者
に
そ
の
役
割
を
期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
が
外
国
人

に
対
し
て
対
応
す
る
姿
勢
（
そ
れ
は
様
々
な
場
面
に
分
か
れ
て
存
在
す
る
が
）
の
適
切
さ
が
問
わ
れ
て
く
る）（（
（

。

　

日
本
に
定
住
す
る
外
国
人
も
、
単
身
で
来
日
し
今
に
い
た
る
者
も
い
れ
ば
、
家
族
を
連
れ
立
っ
て
来
日
し
て
き
た
者
、
来
日
後
結

婚
し
て
家
族
を
も
つ
こ
と
に
い
た
っ
た
者
等
、
生
活
の
状
況
も
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
来
日
当
初
は
単
純
な
就
労
目
的
で

あ
っ
た
の
が
、
日
本
に
居
住
す
る
う
ち
、
そ
れ
以
外
の
目
的
も
み
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
定
住
に
い
た
っ
た
外
国
人
の

家
族
、
特
に
そ
の
子
ど
も
達
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
に
居
住
す
る
意
味
が
将
来
に
向
け
て
内
容
の
広
が
り
を
も
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
日
系
定
住
外
国
人
が
多
く
住
む
豊
田
市
保
見
ケ
丘
と
い
う
地
域
の
現
在
に
目
を
向
け
、
国
や
市
役
所
を
は
じ
め
と
す

る
関
連
主
体
と
の
関
係
性
を
分
析
し
て
き
た
。「
関
係
性
」
と
は
、
地
域
が
そ
の
外
部
に
影
響
を
与
え
、
そ
し
て
地
域
も
外
部
か
ら

影
響
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
多
文
化
共
生
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

そ
こ
で
定
住
外
国
人
の
生
活
の
質
が
い
か
に
保
た
れ
向
上
す
る
の
か
、
問
題
と
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
２
に
お
い
て
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は
、
豊
田
市
保
見
ケ
丘
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
の
現
状
を
示
し
、
こ
れ
に
自
治
体
と
し
て
の
豊
田
市
が
い
か
に
対
応
し
て
い
る
か

整
理
し
た
。
３
で
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
報
告
書
に
お
け
る
「
暮
ら
し
の
質
」
の
指
標
を
紹
介
し
、
こ
れ
が
定
住
外
国
人
の
生

活
に
ど
う
適
用
で
き
る
か
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
４
で
は
、
そ
の
指
標
の
中
で
も
「
社
会
的
つ
な
が
り
」
と
「
教
育
」
の
二
つ
を
重

要
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
、
定
住
外
国
人
の
生
活
が
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
な
る
た
め
に
、
関
連
す
る
主
体
に
求
め
ら
れ
る
方
向

性
を
見
出
す
こ
と
と
し
た
。
本
稿
で
は
「
教
育
」
の
要
素
に
多
様
な
利
益
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
定
住
外
国
人
の
世
代

間
の
連
続
性
と
将
来
性
に
つ
い
て
こ
の
「
教
育
」
が
基
本
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

伊
豫
谷
（
二
〇
一
一
）
は
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
目
的
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
よ
り
住
み
や
す
い
世
界
へ
と
転
換

す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う）（（
（

。
本
稿
で
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
こ
で
人
が
よ
り
住
み
や
す
い
世
界
に
い
か

に
転
換
さ
れ
る
べ
き
か
、
重
要
な
問
題
意
識
だ
と
考
え
る
。

（
1
）　

こ
こ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
様
々
な
場
面
で
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
制
度
や
仕
組
み
が
、
こ
れ
ま
で
意
識

さ
れ
て
い
た
国
家
や
地
域
の
境
界
を
越
え
て
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
と
筆
者
は
捉
え
る
。「
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
人
々
が

も
っ
と
も
直
接
に
経
験
す
る
の
は
、
雇
用
や
日
常
生
活
で
の
不
安
で
あ
」
る
。
伊
豫
谷
登
士
翁
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
展
開
す
る
場
所
と
移

民
」『
学
術
の
動
向
』
一
六
巻
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
二
頁
以
下
。

（
2
）　
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
ど
う
対
抗
す
る
か
」
日
本
経
済
新
聞 

電
子
版 

二
〇
一
六
年
五
月
二
日
（http://w

w
w
.nikkei.com

/
article/D

GX
K
ZO
00313（（0S6A

500C1PE8000/

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
氏

に
つ
い
て
の
他
、
欧
州
で
の
動
向
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
背
景
に
触
れ
た
う
え
で
、「
人
々
の
不
満
に
つ
け

こ
み
、
安
直
だ
が
わ
か
り
や
す
い
政
策
で
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
政
治
の
動
き
が
ま
ん
延
し
始
め
た
」
と
指
摘
す
る
。

（
3
）　
「
仏
大
統
領 

中
東
欧
首
脳
に
Ｅ
Ｕ
改
革
へ
の
支
持
求
め
る
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン 

二
〇
一
七
年
八
月
二
四
日
（http://w

w
w
3.

nhk.or.jp/new
s/htm

l/201（082（/k10011109（11000.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）。

（
（
）　

こ
の
「
定
住
者
」
に
は
、
日
系
三
世
（
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
未
婚
未
成
年
の
子
）
が
含
ま
れ
、
受
入
れ
の
根
拠
は
日
本
人
と
の
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「
血
」
の
つ
な
が
り
と
さ
れ
る
。
宮
島
喬
・
鈴
木
江
理
子
『
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
を
問
う
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
一
一
頁
以

下
参
照
。
ま
た
、
築
山
欣
央
・
大
沢
秀
介
「
多
文
化
共
生
施
策
を
め
ぐ
る
課
題
│
豊
田
市
及
び
静
岡
県
を
具
体
例
と
し
て
│
」
現
代
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要
第
三
巻
第
一
号
（
愛
知
学
泉
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
二
五
頁
以
下
、
築
山
欣
央
「
共
生
社
会
の
視
点
│
豊
田
市
保
見

ケ
丘
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
手
掛
か
り
と
し
て
│
」
法
政
論
叢
第
五
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
九
頁
以
下
も
参
照
の
こ
と
。

（
5
）　

法
務
省
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.m
oj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri0（_0005（.htm

l

）
の
報
道
発
表
資
料
参

照
。

（
6
）　

例
え
ば
、
自
治
体
の
外
国
人
へ
の
対
応
と
し
て
、
佐
賀
県
の
生
活
支
援
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
場
面
で
の
多
文
化
共
生
推
進
施
策
の
展

開
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
県
の
国
際
戦
略
本
部
会
議
（
第
六
回
）
が
二
〇
一
七
年
八
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
。
佐
賀
県
で
は
県
内
在

留
外
国
人
の
数
が
二
〇
一
六
年
末
で
五
一
四
〇
人
と
な
り
、
こ
れ
は
前
年
か
ら
一
三
％
の
増
加
率
を
示
す
も
の
で
全
国
一
で
あ
っ
た
。

「
多
文
化
共
生
を
推
進　

県
が
国
際
戦
略
会
議
」
佐
賀
新
聞 

二
〇
一
七
年
八
月
二
五
日
（http://w

w
w
.saga-s.co.jp/new

s/
saga/10101/（5（（30

、
二
〇
一
七
年
八
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
佐
賀
県
の
記
者
発
表
（https://w

w
w
.pref.

saga.lg.jp/kiji0035（330/index.htm
l

）
も
参
照
。

（
（
）　

こ
こ
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に
類
似
し
た
制
度
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
最
長
三
年
ま
で
日
本
で
働
け
る
か
た
ち
で
、
そ
の

就
労
資
格
取
得
の
条
件
と
し
て
日
本
語
要
件
が
設
け
ら
れ
る
方
針
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。「
日
系
四
世
の
就
労
へ
新
制
度　

上
川
法

相
『
最
長
三
年
』
検
討
」
静
岡
新
聞 

二
〇
一
七
年
八
月
一
一
日
（http://w

w
w
.at-s.com

/new
s/article/politics/shizuoka/3903（1.htm

l

、

二
〇
一
七
年
八
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）
参
照
。

（
8
）　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
八
日
の
衆
院
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
特
別
委
員
会
で
、
安
倍
首
相
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効

後
の
ヒ
ト
の
移
動
の
円
滑
化
に
関
連
し
「
移
民
は
全
く
念
頭
に
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
別
に
「
高
度
外
国
人
人

材
の
受
け
入
れ
促
進
に
加
え
、
建
設
分
野
な
ど
で
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。「
安
倍
晋
三
首
相
『
移

民
政
策
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
』」
産
経
新
聞 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
八
日
（http://w

w
w
.sankei.com

/politics/new
s/161018/

plt1610180026-n1.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）　

宮
島
ほ
か
・
前
掲
注
（
（
）
五
三
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
の
産
業
競
争
力
会
議
で
の
「
移
民
政
策
と
誤
解
さ
れ
な

い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
…
…
」
と
い
っ
た
安
倍
首
相
の
発
言
に
つ
き
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
の
移
民
論
議
に
つ
き
、
築
山
ほ
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か
・
前
掲
注
（
（
）
多
文
化
共
生
施
策
二
六
頁
参
照
の
こ
と
。

（
10
）　

芦
部
信
喜
『
憲
法
』（
岩
波
書
店
、
第
六
版
、
二
〇
一
五
年
）
九
一
頁
以
下
。

（
11
）　

伊
豫
谷
・
前
掲
注
（
1
）
一
二
頁
以
下
。

（
12
）　

伊
豫
谷
・
前
掲
注
（
1
）
一
五
頁
参
照
。

（
13
）　

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
中
心
と
し
て
自
動
車
産
業
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
先
鋭
的
な
社

会
課
題
・
社
会
問
題
が
生
じ
、
こ
れ
に
様
々
な
主
体
が
取
り
組
ん
で
き
た
。
築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
一
四
〇
頁
。

（
1（
）　

築
山
ほ
か
・
前
掲
注
（
（
）
多
文
化
共
生
施
策
、
築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
、
築
山
欣
央
「
多
文
化
主
義
と
文
化
的

権
利
│
豊
田
市
保
見
ケ
丘
の
事
例
を
参
考
と
し
て
│
」
地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
第
四
号
（
愛
知
学
泉
大
学
地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
総
合
研

究
所
、
二
〇
一
六
年
）
二
七
頁
以
下
。

（
15
）　

こ
こ
で
「
中
長
期
在
留
者
」
と
は
、
入
管
法
上
の
在
留
資
格
の
う
ち
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
、
例
え
ば
定
住
者
、
永
住
者
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
条
件
等
を
は
じ
め
、
二
〇
一
二
年
か
ら
の
在
留
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
の
説
明
サ
イ
ト

を
参
照
（http://w

w
w
.im
m
i-m
oj.go.jp/new

im
m
iact_1/index.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。

（
16
）　

法
務
省
Ｈ
Ｐ
（http://w
w
w
.m
oj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri0（_00065.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一

五
日
最
終
閲
覧
）
の
報
道
発
表
資
料
参
照
。
在
留
外
国
人
数
の
上
位
五
か
国
を
順
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
国
六
九
万
五
五

二
二
人
、
韓
国
四
五
万
三
〇
九
六
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
二
四
万
三
六
六
二
人
、
ベ
ト
ナ
ム
一
九
万
九
九
九
〇
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
一
八
万
九
二
三

人
で
あ
る
。
都
道
府
県
の
状
況
と
し
て
は
、
東
京
が
一
位
（
五
〇
万
八
七
四
人
で
全
体
の
二
一
％
）、
次
い
で
愛
知
（
二
二
万
四
四
二
四

人
、
全
体
の
九
・
四
％
）、
そ
し
て
大
阪
（
二
一
万
七
六
五
六
人
、
全
体
の
九
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
1（
）　

こ
の
よ
う
な
前
年
末
か
ら
の
年
間
の
増
加
率
に
つ
き
、
二
〇
一
四
年
末
の
数
値
は
二
〇
六
万
六
四
四
五
人
か
ら
二
一
二
万
一
八
三
一

人
と
五
万
五
三
八
六
人
の
二
・
七
％
増
、
二
〇
一
五
年
末
の
数
値
は
二
一
二
万
一
八
三
一
人
か
ら
二
二
三
万
二
一
八
九
人
と
一
一
万
三
五

八
人
の
五
・
二
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
最
近
は
年
々
そ
れ
自
体
上
昇
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

（
18
）　

ま
た
こ
れ
は
、
二
〇
〇
七
年
に
届
出
が
義
務
化
さ
れ
て
以
来
の
過
去
最
高
も
更
新
し
た
。
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/stf/houdou/00001（8933.htm

l

）
の
報
道
発
表
資
料
に
よ
る
と
、
外
国
人
労
働
者
数
に
つ
き
、
国
籍
別
状
況
で
は
中
国

三
四
万
四
六
五
八
人
、
ベ
ト
ナ
ム
一
七
万
二
〇
一
八
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
一
二
万
七
五
一
八
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
一
〇
万
六
五
九
七
人
、
ネ
パ
ー
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ル
五
万
二
七
七
〇
人
で
あ
る
。
都
道
府
県
の
状
況
と
し
て
は
、
東
京
が
一
位
（
三
三
万
三
一
四
一
人
で
全
体
の
三
〇
・
七
％
）、
次
い
で

愛
知
（
一
一
万
七
六
五
人
、
全
体
の
一
〇
・
二
％
）、
そ
し
て
神
奈
川
（
六
万
一
四
八
人
、
全
体
の
五
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）　

前
掲
注
（
16
）
の
報
道
発
表
資
料
お
よ
び
注
（
18
）
の
報
道
発
表
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）　

愛
知
県
Ｈ
Ｐ
の
「
愛
知
県
内
の
市
町
村
に
お
け
る
外
国
人
住
民
数
の
状
況
（
平
成
二
八
年
一
二
月
末
現
在
）
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/gaikokuzinjum

insu-h28-12.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
参
照
の
こ
と
。

（
21
）　

豊
田
市
Ｈ
Ｐ
の
「
豊
田
市
の
人
口　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
現
在
人
口　

詳
細
デ
ー
タ
」（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/

shisei/tokei/100（630/1016229.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
掲
載
の
各
種
デ
ー
タ
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）　

豊
田
市
Ｈ
Ｐ
の
「
外
国
人
統
計
」（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/shisei/tokei/sonohoka/100（（6（.htm

l

、
二
〇
一
七
年

八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
掲
載
の
デ
ー
タ
を
参
照
の
こ
と
。
愛
知
県
Ｈ
Ｐ
の
数
値
と
差
が
あ
る
が
、
豊
田
市
の
状
況
に
つ
い
て
は
豊
田
市

の
示
す
数
値
を
使
用
す
る
。

（
23
）　
「
保
見
ケ
丘
」
は
、
保
見
ケ
丘
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
を
含
む
地
区
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
保
見
ケ
丘
四
丁
目
か
ら
六
丁
目

が
「
保
見
団
地
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
な
お
、
保
見
ケ
丘
は
、
四
つ
の
自
治
区
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
が
保
見
緑
苑
自

治
区
、
四
丁
目
が
県
営
保
見
自
治
区
、
五
丁
目
が
公
団
保
見
ケ
丘
自
治
区
、
六
丁
目
が
保
見
ケ
丘
六
区
自
治
区
と
な
っ
て
い
る
。

（
2（
）　

こ
こ
で
、
こ
の
豊
田
市
保
見
ケ
丘
に
あ
る
保
見
団
地
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
お
く
と
、
こ
の
地
域
は
豊
田
市
の
北
西
部
丘
陵
地
帯
に

位
置
し
、
一
九
六
九
年
か
ら
住
宅
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
、
Ｕ
Ｒ
）、
県
、
名
古
屋
鉄
道
に
よ
っ
て
共
同
開
発
が
始
ま
り
、
一
九
七
八

年
か
ら
入
居
が
開
始
さ
れ
た
。
団
地
へ
の
外
国
人
の
入
居
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
り
、
一
九
九
〇
年
以
降
外
国
人
居
住
者
が
一

気
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
地
域
で
の
外
国
人
の
マ
ナ
ー
・
非
行
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
そ
れ
を
含
め
様
々
な
課
題
・
問
題
が
生

ず
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
主
体
が
そ
れ
ら
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

（
25
）　

豊
田
市
企
画
政
策
部
国
際
課
「
豊
田
市
の
国
際
化
（
現
状
と
取
組
）」（
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
七
頁
参
照
（http://w

w
w
.city.

toyota.aichi.jp/shisei/kokusaikoryu/100（853.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。
な
お
現
在
、
企
画
政
策
部
国
際
課

は
、
経
営
戦
略
室
国
際
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）　

本
計
画
は
二
〇
〇
九
年
度
を
初
年
度
と
し
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
四
年
間
の
計
画
期
間
と
す
る
。
豊
田
市
Ｈ
Ｐ
の
「
豊
田
市
国
際
化

推
進
計
画
（
平
成
二
一
年
三
月
）」（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/shisei/gyoseikeikaku/shim

in/100（52（.htm
l

、
二
〇
一
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七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2（
）　

豊
田
市
Ｈ
Ｐ
の
「
豊
田
市
国
際
化
推
進
計
画
改
訂
版
（
平
成
二
五
年
三
月
）
概
要
版
」（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/

shisei/gyoseikeikaku/shim
in/100（528.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
参
照
。

（
28
）　

前
掲
注
（
25
）
豊
田
市
の
国
際
化
一
二
頁
参
照
。

（
29
）　

前
掲
注
（
25
）
豊
田
市
の
国
際
化
資
料
一
参
照
。

（
30
）　

前
掲
注
（
25
）
豊
田
市
の
国
際
化
一
二
頁
参
照
。

（
31
）　
「
外
国
人
純
流
入
、
最
大
一
三
・
六
万
人　

人
手
不
足
で
増
す
存
在
感
」
日
経
新
聞
二
〇
一
七
年
四
月
一
五
日
（https://w

w
w
.

nikkei.com
/article/D

GX
LZO

15358（30V
10C1（A

（EA
3000/

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
32
）　

こ
の
「
高
度
外
国
人
材
」
は
、「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
の
在
留
資
格
な
ら
び
に
特
定
活
動
「
高
度
学
術
研
究
活
動
」、「
高
度
専

門
・
技
術
活
動
」
お
よ
び
「
高
度
経
営
・
管
理
活
動
」
を
含
む
「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

（
33
）　

厚
生
労
働
省
「「
外
国
人
雇
用
状
況
」
の
届
出
状
況
ま
と
め
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
末
現
在
）」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
資
料
【
本
文
】

参
照
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/houdou/00001（8933.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。

（
3（
）　
「
身
分
に
基
づ
く
在
留
資
格
」
と
は
、「
永
住
者
」、「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」、「
永
住
者
の
配
偶
者
」、「
定
住
者
」
を
含
む
も
の
で
あ

る
。
入
国
管
理
局
Ｈ
Ｐ
の
「
在
留
資
格
一
覧
表
」（http://w

w
w
.im
m
i-m
oj.go.jp/tetuduki/kanri/qaq5.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月

一
五
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）　

前
掲
注
（
33
）
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
添
付
資
料
の
「
別
添
三
『
外
国
人
雇
用
状
況
』
の
届
出
状
況
表
一
覧
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
末
現
在
）」

別
表
一
を
参
照
。

（
36
）　

築
山
・
前
掲
注
（
1（
）
多
文
化
主
義
二
八
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
3（
）　

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
「
日
系
人
離
職
者
に
対
す
る
帰
国
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

houdou/2009/03/h0331-10.htm
l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）
参
照
の
こ
と
。

（
38
）　

都
築
く
る
み
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
不
況
後
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
生
活
は
い
か
に
変
容
し
た
の
か
？
│
愛
知
県
豊
田

市
Ｈ
団
地
の
事
例
（
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
二
年
）
を
考
え
る
│
」『
地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
』
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
四
一
頁
に
よ

れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
に
開
始
さ
れ
た
帰
国
支
援
事
業
を
利
用
し
て
母
国
へ
出
国
し
た
人
は
二
万
人
を
超
え
た
と
さ
れ
る
。
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（
39
）　

同
時
期
多
く
の
日
系
外
国
人
が
日
本
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
「
定
住
外

国
人
支
援
に
関
す
る
当
面
の
対
策
」、
同
年
四
月
に
「
定
住
外
国
人
支
援
に
関
す
る
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
と
り
ま
と
め
た
。
そ
の

後
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策
に
関
す
る
基
本
指
針
」、
二
〇
一
一
年
三
月
に
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策
に
関
す
る

行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
各
種
の
施
策
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
を
一
本
化
す
る
「
日
系
定

住
外
国
人
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
に
か
け
て
の
日
系
定
住
外
国
人
施
策
に

関
す
る
具
体
的
な
方
向
性
や
施
策
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
と
り
ま
と
め
は
、
開
始
後
三
年
を
目
途
に
必
要
に
応
じ
て
見
直
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
内
閣
府
「
日
系
定
住
外
国
人
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
」（http://w

w
w
8.cao.go.jp/teiju/suisin/sesaku/index.htm

l

、

二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。

（
（0
）　

前
掲
注
（
2（
）
推
進
計
画
改
訂
版
概
要
版
一
三
頁
参
照
。

（
（1
）　

豊
田
市
Ｈ
Ｐ
の
「
豊
田
市
国
際
化
推
進
計
画
改
訂
版
（
平
成
二
五
年
三
月
）」
二
頁
参
照
（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/

shisei/gyoseikeikaku/shim
in/100（528.htm

l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。

（
（2
）　

柏
崎
千
佳
子
「
自
治
体
に
よ
る
多
分
化
共
生
推
進
の
課
題
」
宮
島
喬
ほ
か
『
な
ぜ
今
、
移
民
問
題
か
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

二
一
四
頁
。

（
（3
）　

築
山
・
前
掲
注
（
1（
）
多
文
化
主
義
三
〇
頁
以
下
参
照
。

（
（（
）　

外
国
人
居
住
者
の
そ
の
居
住
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
包
摂
に
つ
き
、
築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
一
四
二
頁
以

下
参
照
。
こ
こ
で
は
特
に
豊
田
市
保
見
ケ
丘
の
定
住
外
国
人
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

（
（5
）　

鍛
冶
到
「
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
進
学
問
題 
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
」
移
住
連
貧
困
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
日
本
で
暮

ら
す
移
住
者
の
貧
困
』（
現
代
人
文
社
、
二
〇
一
一
年
）
三
八
頁
。

（
（6
）　

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
ア
マ
テ
ィ
ア
・
セ
ン
、
ジ
ャ
ン
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ト
ゥ
シ
『
暮
ら
し
の
質
を
測
る
│
経
済
成
長

率
を
超
え
る
幸
福
度
指
標
の
提
案
│
』（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）。

（
（（
）　

こ
こ
で
幾
ら
か
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
報
告
書
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
経
済
の
指
標
と
社
会
の
進
歩
を
測
る
有
益
な

指
標
が
開
発
さ
れ
る
」
た
め
の
提
案
で
あ
り
、「
地
球
規
模
で
も
国
レ
ベ
ル
で
も
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
」
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
外
国
人
と
そ
の
子
ど
も
に
特
に
焦
点
を
当
て
て
の
指
標
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
も
注
意
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を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
本
指
標
に
よ
り
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
計
測
値
は
「
政
策
討
論
を
も
っ
と
豊
か
に
し
、
人
々
が
自

ら
の
住
ん
で
い
る
共
同
社
会
の
状
態
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
」
も
の
で
、
現
代
の
共
同
社
会
に
お
け
る
暮

ら
し
の
質
を
検
討
す
る
上
で
ふ
ま
え
る
べ
き
重
要
な
考
慮
要
素
の
基
礎
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
・
前
掲
注
（
（6
）
二

四
頁
以
下
。

（
（8
）　

例
え
ば
、
豊
田
市
Ｈ
Ｐ
「
外
国
籍
の
み
な
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
」
で
は
、
外
国
籍
者
に
対
し
て
国
民
健
康
保
険
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
（http://w

w
w
.city.toyota.aichi.jp/kurashi/koukikourei/1009088/100912（/1002919.htm

l

、
二
〇
一
七

年
八
月
一
五
日
最
終
閲
覧
）。

（
（9
）　

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
の
「
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て　
一
問
一
答
」（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/kodom

o/osirase/100（0（-1.htm
l

、

二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
50
）　

近
藤
敦
「
第
２
章　

外
国
人
の
権
利
と
法
的
地
位
」
近
藤
敦
編
著
『
多
文
化
共
生
政
策
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一

一
年
）
五
三
頁
以
下
参
照
。
こ
こ
で
は
社
会
権
に
か
か
わ
る
制
度
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）　

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ほ
か
・
前
掲
注
（
（6
）
八
三
頁
以
下
。

（
52
）　

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ほ
か
・
前
掲
注
（
（6
）
八
四
頁
。

（
53
）　

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ほ
か
・
前
掲
注
（
（6
）
八
四
頁
。

（
5（
）　
「
経
済
活
動
を
拡
大
す
る
よ
う
な
か
た
ち
」
で
代
替
す
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、「
近
所
で
非
公
式
に
見
張
っ
て
い
た
の

が
給
料
を
払
っ
た
警
備
員
の
し
ご
と
に
か
わ
っ
た
よ
う
な
場
合
」
で
あ
る
と
す
る
。

（
55
）　

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ほ
か
・
前
掲
注
（
（6
）
八
四
頁
。
本
報
告
書
は
、「
人
間
の
幸
福
度
に
関
し
て
、
偏
っ
た
見
方
を
す
る
の
を
避
け

る
た
め
に
、
こ
う
し
た
社
会
的
つ
な
が
り
の
計
測
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
、「
信
頼
で
き
る
数
字
を
得
る
に
は
人
々
の
行
動
と
諸
活

動
に
関
す
る
定
期
的
調
査
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
56
）　

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
ほ
か
・
前
掲
注
（
（6
）
七
六
頁
。

（
5（
）　

築
山
・
前
掲
注
（
1（
）
多
文
化
主
義
三
一
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
58
）　

田
村
太
郎
「
外
国
人
が
生
活
す
る
『
現
場
』
課
題
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
当
事
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
中
心

に
～
」「
外
国
人
と
の
共
生
社
会
」
実
現
検
討
会
議
（
第
三
回
）
配
布
資
料
（http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/kyousei/dai3/
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l

、
二
〇
一
七
年
八
月
一
六
日
最
終
閲
覧
）。

（
59
）　

田
村
・
前
掲
注
（
58
）
五
頁
。「
外
国
人
多
住
型
」
の
例
と
し
て
、
群
馬
県
大
泉
町
や
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
60
）　

築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
一
四
九
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
61
）　
「
文
化
資
本
」
と
は
も
と
も
と
ブ
ル
デ
ュ
ー
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
再
生
産
〔
教
育
・
社

会
・
文
化
〕』（
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
）
五
〇
│
五
一
頁
。
こ
こ
で
は
、「
文
化
資
本
」
を
、
特
定
の
社
会
集
団
に
お
け
る
支
配
的
な

Ａ
Ｐ
（
教
育
的
働
き
か
け
）
が
存
在
す
る
場
面
で
、「
家
族
的
Ａ
Ｐ
に
よ
り
伝
達
さ
れ
て
く
る
も
ろ
も
ろ
の
財
」
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
を

含
め
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

（
62
）　

宮
島
喬
「
就
学
と
そ
の
挫
折
に
お
け
る
文
化
資
本
と
動
機
づ
け
の
問
題
」
宮
島
ほ
か
編
『
国
際
社
会 

２ 

変
容
す
る
日
本
社
会
と
文

化
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
二
│
一
二
三
頁
。

（
63
）　

宮
島
は
、
Ｚ
・
ゼ
ル
ル
ー
に
よ
る
先
行
研
究
を
示
し
つ
つ
、
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
宮

島
・
前
掲
注
（
62
）
一
二
四
│
一
四
一
頁
。

（
6（
）　

宮
島
・
前
掲
注
（
62
）
一
二
四
│
一
四
一
頁
。
宮
島
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
親
の
学
校
経
験
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て

よ
り
有
利
に
働
く
条
件
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。

（
65
）　

前
掲
注
（
25
）
豊
田
市
の
国
際
化
一
二
頁
参
照
。

（
66
）　

①
と
②
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
国
（
以
下
「
子
ど
も
の
国
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
事
業
委
託
、
③
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
保
見
ケ
丘
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
事
業
委
託
、
④
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ル
シ
ー
ダ
（
以
下
「
ト
ル

シ
ー
ダ
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
事
業
委
託
で
あ
る
。
具
体
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
つ
き
、
築
山
ほ
か
・
前
掲
注
（
（
）
多
文
化
共
生
施

策
二
八
頁
以
下
、
築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
一
五
四
頁
以
下
、
参
照
の
こ
と
。

（
6（
）　

築
山
・
前
掲
注
（
（
）
共
生
社
会
の
視
点
一
五
五
頁
以
下
参
照
。
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
伴
う
、
豊
田
市
の
多
文
化
共
生
施
策
に
関
し
着
目
さ

れ
る
最
近
の
動
向
に
つ
き
、
同
一
五
六
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
68
）　

清
水
誠
「
最
近
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
│
平
成
２
９
年
度
版
『
経
済
財
政
白
書
』
を
参
考
に
│
」
ハ
フ
ィ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト 

二
〇
一

七
年
八
月
二
九
日
（http://w

w
w
.huffi

ngtonpost.jp/m
akoto-shim

izu/annual-report_a_23186980/

、
二
〇
一
七
年
八
月
三
〇

日
最
終
閲
覧
）。
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（
69
）　
「
実
習
生
と
い
う
労
働
力　

人
手
確
保
の
光
と
影
」
日
本
経
済
新
聞 

電
子
版 

二
〇
一
七
年
三
月
二
一
日
（https://w

w
w
.nikkei.

com
/article/D

GX
M
ZO
1（2（（190Q

（A
320C1M

M
8000/

、
二
〇
一
七
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

（
（0
）　

伊
豫
谷
・
前
掲
注
（
1
）
一
七
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
ま
た
、「
人
の
移
動
に
関
わ
る
研
究
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
、

わ
れ
わ
れ
と
他
者
、
包
摂
と
排
除
と
い
っ
た
対
抗
図
式
を
越
え
た
水
準
へ
と
引
き
上
げ
う
る
ひ
と
つ
の
研
究
課
題
を
提
供
し
て
い
る
」
と

も
い
う
。


